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第66回

武蔵野大学MCMEセミナー

↓参加登録はこちら↓

連続最適化手法と常微分方程式（力学系）の数値解析の間に緊密な
関係があることは古くからよく知られている．
近年，Su-Boyd-Candes (2014NeurIPS) により，高名な Nesterov
の加速勾配法に対応する力学系の存在が指摘され，
この視点に基づく研究が再び脚光を浴びている．しかしながら，そこに
おいては力学系（連続）は最適化手法（離散）に
一定の示唆を与える
のみで，連続と離散の
対応が十分議論され
知見がフル活用されて
いるとは言いがたい．
本講演では，この描像
に当然期待される数値
解析学的な視座がもた
らすものを，講演者らの
近年の結果を中心に
紹介する．

国際展示場駅 徒歩７分
東京ビッグサイト駅 徒歩6分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 2/18（日）
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